
訪
問
看
護
は
基
本
的
に
看

護
師
一
人
で
自
宅
に
訪
問
し

て
、
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

視
診
や
触
診
、
聴
診
な
ど
の

客
観
的
情
報
と
利
用
者
へ
の

問
診
を
も
と
に
ア
セ
ス
メ
ン

ト
し
て
病
状
が
安
定
し
て
い

る
か
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

病
状
変
化
が
あ
れ
ば
、
早
急

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
の
医

師
に
報
告
・
相
談
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

病
院
は
病
気
を
治
療
す
る
場

で
す
が
、
自
宅
は
生
活
の
場

で
す
。
こ
こ
に
病
棟
看
護
と

訪
問
看
護
の
介
入
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。
訪
問
看
護
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
大
切
な
の
は
、

利
用
者
と
そ
の
家
族
が
「
自

宅
で
ど
の
よ
う
な
療
養
生
活

を
送
り
た
い
か
」
と
い
う
希

望
も
加
味
し
た
看
護
展
開
を

す
る
こ
と
で
す
。
病
気
や
障

害
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
管

理
的
な
介
入
に
な
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
本
人
や
家
族

の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
希
望
を

確
認
し
ま
す
。
訪
問
看
護
師

は
二
十
四
時
間
利
用
者
の
側

に
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
必

要
な
情
報
が
常
に
取
れ
る
状

況
で
は
な
い
で
す
。
フ
ィ
ジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
経

時
的
変
化
も
重
要
と
な
る
た

め
、
家
族
に
必
要
な
情
報
を

お
伝
え
し
て
観
察
し
て
も
ら

う
こ
と
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
ス
タ
ッ
フ
等
に
情
報
を
確

認
し
て
判
断
し
て
い
く
こ
と

で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
精
度
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
看
護
師
間
等
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
、

定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
開
催
し
て
情
報
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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自
宅
は
生
活
の
場

病
人
一
人
ひ
と
り
が
営
む
生
活
を
、
生
命
の
法
則

に
沿
う
よ
う
創
り
変
え
て
い
く
こ
と
が
基
本
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理 念
私たちは豊かな地域

共生社会の創造に貢献します。

訪問看護グレ－スケア
MTDLP症例検討会

訪問看護グレ－スケア 『研修会＆カンファレンス』

看
護
師
間
で
情
報

共
有
す
る

フィジカルアセスメン
トとは、「フィジカル
（身体的な）」「アセス
メント（情報を意図的に
集めて判断する）」とい
う言葉の通り、問診・視
診・触診・聴診・打診を
通してさまざまな情報を
集めて分析し、患者の状
態を判断することです。
日本語では「身体診察技
法」と呼ばれています。
アセスメントは、対象が
抱える問題点や優先度を
判断し、看護ケアの方向

性を明確化することにつ
ながる。収集した情報は、
看護学的な視点で分析す
ることが求められます。

フィジカルアセスメント

訪
問
看
護
に
お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

地
域
看
護
を
支
え
る
訪
問
看
護
師
の
役
割


